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  運用報告書（全体版） 

国際・キャピタル 
日本株式オープン（通貨選択型） 

インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）

 

 
 

第35期（決算日：2016年11月14日） 

第36期（決算日：2016年12月14日） 

第37期（決算日：2017年１月16日） 

第38期（決算日：2017年２月14日） 

第39期（決算日：2017年３月14日） 

第40期（決算日：2017年４月14日） 
 

 
 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、お手持ちの「国際・キャピタル 日本株式

オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース

（毎月決算型）」は、去る４月14日に第40期の決算を

行いましたので、法令に基づいて第35期～第40期の

運用状況をまとめてご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

商品分類 追加型投信／国内／株式 

信託期間 2018年10月12日まで（2013年10月24日設定）

運用方針 
ファンド・オブ・ファンズ方式により、信託財
産の成長を目指して運用を行います。 

主要運用対象 

国 際 ・ 
キ ャ ピ タ ル 
日 本 株 式 
オ ー プ ン 
（通貨選択型） 
インドネシア・ 
ルピアコース 
（毎月決算型） 

ジャパン・エクイティ・マスター・
ファンド（ＩＤＲクラス）受益証
券およびマネー・プール マザー
ファンド受益証券 

ジ ャ パ ン ・ 
エ ク イ テ ィ ・ 
マ ス タ ー ・ 
フ ァ ン ド 
（ＩＤＲクラス） 

わが国の金融商品取引所上場（こ
れに準ずるものを含みます。）株
式等 

マネー・プール 
マザーファンド 

わが国の公社債 

運用方法 

・わが国の金融商品取引所上場（これに準ず
るものを含みます。）株式等を主要投資対象
とし、わが国の株式の値上がり益および為
替差益の獲得を目指します。 

・原則として円売り／インドネシア・ルピア
買いの為替取引を行います。 

主な組入制限 
・投資信託証券への投資割合には制限を設け

ません。 
・株式への直接投資は行いません。 

分配方針 

毎月14日（休業日の場合は翌営業日）に決算
を行い、収益分配方針に基づいて分配を行い
ます。分配対象額の範囲は、経費控除後の配
当等収益と売買益（評価益を含みます。）等の
全額とします。基準価額水準、市況動向、残存
信託期間等を勘案して、分配金額を決定しま
す。（ただし、分配対象収益が少額の場合には
分配を行わない場合もあります。） 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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当ファンドの仕組みは次の通りです。
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国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額

債   券
組 入 比 率

債   券
先 物 比 率

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産
総 額(分配落) 

税 込 み
分 配 金

期 中
騰 落 率

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円
11期(2014年11月14日) 11,855 40 19.3 0.1 － 97.9 93

12期(2014年12月15日) 11,997 40 1.5 0.1 － 97.8 67
13期(2015年１月14日) 11,488 40 △ 3.9 0.1 － 97.9 74
14期(2015年２月16日) 11,806 40 3.1 0.1 － 97.9 76
15期(2015年３月16日) 12,840 60 9.3 0.1 － 97.8 71
16期(2015年４月14日) 13,290 60 4.0 0.1 － 97.9 72
17期(2015年５月14日) 13,214 60 △ 0.1 0.1 － 97.8 71
18期(2015年６月15日) 13,798 60 4.9 0.1 － 97.9 63
19期(2015年７月14日) 13,400 60 △ 2.4 0.1 － 97.9 62
20期(2015年８月14日) 13,278 60 △ 0.5 0.2 － 97.7 42
21期(2015年９月14日) 10,926 60 △17.3 0.2 － 97.7 34
22期(2015年10月14日) 11,593 60 6.7 0.2 － 96.8 37
23期(2015年11月16日) 12,699 60 10.1 0.2 － 97.7 36
24期(2015年12月14日) 12,116 60 △ 4.1 0.2 － 97.8 35
25期(2016年１月14日) 11,095 60 △ 7.9 0.2 － 97.8 37
26期(2016年２月15日) 8,705 60 △21.0 0.2 － 94.5 29
27期(2016年３月14日) 10,491 60 21.2 0.2 － 97.8 34
28期(2016年４月14日) 10,038 60 △ 3.7 0.3 － 97.7 33
29期(2016年５月16日) 9,712 60 △ 2.6 0.3 － 97.7 32
30期(2016年６月14日) 9,190 60 △ 4.8 0.3 － 97.5 30
31期(2016年７月14日) 9,112 60 △ 0.2 0.2 － 97.8 30
32期(2016年８月15日) 9,021 60 △ 0.3 0.2 － 97.7 29
33期(2016年９月14日) 9,010 60 0.5 0.2 － 97.6 29
34期(2016年10月14日) 9,351 60 4.5 － － 97.7 31

35期(2016年11月14日) 9,848 60 6.0 － － 97.8 32
36期(2016年12月14日) 11,502 60 17.4 － － 97.7 38
37期(2017年１月16日) 11,503 60 0.5 － － 97.7 38
38期(2017年２月14日) 11,561 60 1.0 － － 97.8 38
39期(2017年３月14日) 11,686 60 1.6 － － 97.8 38
40期(2017年４月14日) 10,499 60 △ 9.6 － － 97.8 34

 
（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 債   券

組 入 比 率
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託
証   券
組 入 比 率 騰 落 率

第35期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％

2016年10月14日 9,351 － － － 97.7

10月末 9,926 6.1 － － 97.8

(期  末)  

2016年11月14日 9,908 6.0 － － 97.8

第36期 

(期  首)  

2016年11月14日 9,848 － － － 97.8

11月末 10,764 9.3 － － 97.7

(期  末)  

2016年12月14日 11,562 17.4 － － 97.7

第37期 

(期  首)  

2016年12月14日 11,502 － － － 97.7

12月末 11,421 △ 0.7 － － 97.7

(期  末)  

2017年１月16日 11,563 0.5 － － 97.7

第38期 

(期  首)  

2017年１月16日 11,503 － － － 97.7

１月末 11,449 △ 0.5 － － 97.7

(期  末)  

2017年２月14日 11,621 1.0 － － 97.8

第39期 

(期  首)  

2017年２月14日 11,561 － － － 97.8

２月末 11,233 △ 2.8 － － 97.6

(期  末)  

2017年３月14日 11,746 1.6 － － 97.8

第40期 

(期  首)  

2017年３月14日 11,686 － － － 97.8

３月末 11,137 △ 4.7 － － 97.6

(期  末)  

2017年４月14日 10,559 △ 9.6 － － 97.8
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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分配金再投資基準価額（左目盛）

基準価額等の推移

運用経過

当作成期中の基準価額等の推移について （第35期～第40期：2016/10/15～2017/４/14）

基準価額の動き
基準価額は当作成期首に比べ16.0％（分配金再投資ベース）の上
昇となりました。

第35期首： 9,351円
第40期末：10,499円

（既払分配金 360円）
騰落率 ： 16.0％

（分配金再投資ベース）

・分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンドの

運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。

・実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なり、ま

た、ファンドの購入価額により課税条件も異なるため、お客さまの損益の状況を示すものではない点にご留意くださ

い。

基準価額の主な変動要因

上昇要因

・組入銘柄（旭化成やオリックスなど）の株価上昇が、基準価額の上昇要
因となりました。

・インドネシア・ルピアが対円で上昇したことが、基準価額の上昇要因と
なりました。

・円売り／インドネシア・ルピア買いの為替取引によるプレミアム（金利
差相当分の収益）が、基準価額の上昇要因となりました。
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国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）

投資環境について （第35期～第40期：2016/10/15～2017/４/14）

◎国内株式市況
・国内株式市場は、当作成期を通してみ
ると上昇しました。

・当作成期の初めから2016年12月にかけ
ては、米国の大統領選挙の結果を受け
て乱高下する局面があったものの、米
国の利上げなどを背景とした円安・米
ドル高の進行や、トランプ米大統領の
政策への期待から米国株式市場が大幅
上昇する中、国内株式市場は大きく上
昇しました。

・2017年１月から３月中旬にかけては、
トランプ米大統領による政策への期待
や保護主義的な政策への警戒、米国の
景気拡大期待、米国の追加利上げをめ
ぐる思惑など強弱の材料が交錯するな
か、国内株式市場は概ねレンジ内での
推移となりました。

・その後、当作成期末にかけては、欧州
の政治リスクに対する警戒や、シリア
や北朝鮮情勢の緊張など地政学リスク
の高まりなどを背景に投資家のリスク
回避姿勢が強まったことなどから、国
内株式市場は下落しました。

（注）現地日付ベースで記載しております。

（注）ＴＯＰＩＸ®配当込み指数は、東京証券取引所市場第一

部に上場している全ての日本企業（内国普通株式全銘

柄）を対象とした株価指数であり、配当を考慮して算

出しています。ＴＯＰＩＸ®配当込み指数は、（株）東

京証券取引所およびそのグループ会社（以下、「東証

等」という。）の知的財産であり、指数の算出、指数

値の公表、利用など同指数に関するすべての権利・ノ

ウハウは東証等が所有しています。なお、当ファンド

は、東証等により提供、保証又は販売されるものでは

なく、東証等は、当ファンドの発行又は売買に起因す

るいかなる損害に対しても、責任を有しません。
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国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）

◎国内短期金融市場
＜無担保コール翌日物金利の推移＞
・日本銀行による金融緩和政策の影響を受けて、無担保コール翌日物金利は０％を下回る
水準で推移しました。日本銀行のマイナス金利の適用を受けて、足下ではマイナス
0.05％程度で推移しました。

＜国庫短期証券（３ヵ月物）の利回りの推移＞
・日本銀行による短期国債の買入れなどから、国庫短期証券（３ヵ月物）の利回りはマイ
ナス0.1％を下回る水準で推移しました。2016年12月末にかけてはマイナス0.45％程度
まで低下しました。その後、短期国債の入札不調などから上昇傾向となり、足下はマイ
ナス0.11％程度で推移しました。

（注）現地日付ベースで記載しております。
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為替レート（円・インドネシアルピア）

為替市況の推移
（当作成期首を100として指数化）

◎為替市況
・当作成期を通してみると、インドネシ
ア・ルピアは対円で上昇しました。

・米トランプ政権の経済政策が米国の経
済成長を押し上げることへの期待が高
まったことなどを背景に世界的に株高
が進むなど、投資家のリスク選好姿勢
が強まりました。こうした中、安全資
産とされる円が売られたことなどか
ら、インドネシア・ルピアは対円で上
昇しました。
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国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）

当該投資信託のポートフォリオについて

＜国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎
月決算型）＞
・当作成期を通じて、円建の外国投資信託であるジャパン・エクイティ・マスター・ファ
ンド（ＩＤＲクラス）受益証券を高位に組み入れ、マネー・プール　マザーファンド受
益証券へも投資を行いました。

・その結果、基準価額（分配金再投資ベース）は当作成期首に比べ、上昇しました。

＜ジャパン・エクイティ・マスター・ファンド（ＩＤＲクラス）＞
・わが国の金融商品取引所上場（これに準ずるものを含みます。）株式等を主要投資対象
とし、信託財産の成長をめざして運用を行いました。

・ＴＯＰＩＸ®配当込み指数をベンチマークとし円ベースで超過収益の獲得をめざしまし
た。

・企業の収益性、成長性、安定性などを総合的に勘案して銘柄の選定を行いました。
・ファンダメンタルズ調査に基づく銘柄選択により超過収益の獲得をめざすボトムアッ
プ・アプローチをベースとしたアクティブ運用を行いました。

・複数のポートフォリオ・マネージャーで構成する運用体制を通じて、投資対象やアイデ
アの分散を図り、安定的かつ継続的な運用成果の獲得をめざしました。

・医薬品・医療用機器・燃料電池セパレータ事業など、非住宅事業の競争力に着目した旭
化成や、リース業界における競争力、業務や顧客基盤の多様性などを評価したオリック
スなどの組入比率を高めとしました。その結果、旭化成やオリックスなどの株価上昇が
基準価額のプラスに寄与したものの、高位に組み入れたシスメックスや日本たばこ産業
などの株価下落がベンチマーク比でアンダーパフォーム（運用成果が下回る）する要因
となりました。

・組み入れる円資産に対して、円建資産を実質的にインドネシア・ルピア建となるように
円売り／インドネシア・ルピア買いの為替取引を行いました。為替取引によるプレミア
ムが基準価額のプラスに寄与しました。インドネシア・ルピアが対円で上昇したことが
基準価額のプラスに寄与しました。

CS5_17314463_02_os7三菱UFJ国際_キャピタル日本株式Oインドネシアルピア（毎月）_交運_運用経過.indd   6 2017/05/23   17:12:04

― 6 ―

02_672894_コメント_10pt.indd   6 2017/05/26   10:12:46



7

国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）

※比率は、ジャパン・エクイティ・マスター・ファンド全体の純資産総額に対する比率です。

（注）当記載は、ジャパン・エクイティ・マスター・ファンドの資料を基に、三菱ＵＦＪ国際投信が作成したものです。

＜マネー・プール　マザーファンド＞
・わが国のコール・ローンおよびＣＰ現先取引などへの投資を通じて、利子等収益の確保
を図りました。その結果、利子等収益は積み上がったものの、運用資金に対するマイナ
ス金利適用などの影響を受けて、基準価額は当作成期首と比べて横ばいとなりました。

当該投資信託のベンチマークとの差異について

・当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありませ
ん。

・従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

（ご参考）
資産構成
（現地2017年３月末）

内訳 比率

株式 95.8％

投資信託 －

現金等 4.2％

合計 100.0％

（注）投資信託には不動産投資信託（ＲＥＩＴ）も含まれ

ます。

（注）現金等には未収・未払項目が含まれるため、マイナ

スとなる場合があります。

上位10業種
（現地2017年３月末）

業種 比率

電気機器 16.8％

機械 12.6％

化学 10.4％

銀行業 9.0％

情報・通信業 7.9％

サービス業 4.3％

輸送用機器 4.0％

精密機器 3.7％

食料品 3.5％

その他金融業 3.4％

（注）業種については東証33業種分類に基づいています。
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分配金について

収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案し、次表の
通りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、
信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

【分配原資の内訳】 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項目

第35期 第36期 第37期 第38期 第39期 第40期

2016年10月15日～
2016年11月14日

2016年11月15日～
2016年12月14日

2016年12月15日～
2017年１月16日

2017年１月17日～
2017年２月14日

2017年２月15日～
2017年３月14日

2017年３月15日～
2017年４月14日

当期分配金 60 60 60 60 60 60

（対基準価額比率） 0.606％ 0.519％ 0.519％ 0.516％ 0.511％ 0.568％

当期の収益 56 60 60 58 45 40

当期の収益以外 3 － － 1 14 19

翌期繰越分配対象額 5,395 5,451 5,466 5,464 5,450 5,431

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率と

は異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合がありま

す。
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今後の運用方針

＜国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎
月決算型）＞
◎今後の運用方針
・引き続き、円建の外国投資信託であるジャパン・エクイティ・マスター・ファンド（Ｉ
ＤＲクラス）受益証券に投資を行います。また、マネー・プール　マザーファンド受益
証券へも投資を行います。

＜ジャパン・エクイティ・マスター・ファンド（ＩＤＲクラス）＞
◎運用環境の見通し
・国内景気は、雇用と賃金の回復が消費に波及すること、世界経済の回復で外需も拡大す
ることなどから緩やかに回復すると予想されます。物価は、原油安がすでに反転してお
り、今後徐々に上向くと考えられます。企業業績は、内外経済の緩やかな回復、収益性
の改善などから増益基調が継続すると見込まれます。株式市場のバリュエーション（株
価評価）は依然として割安な水準にあり、企業業績見通しや株主還元が改善するにつれ
見直しが入ると考えられます。株式市場は、企業業績とバリュエーション双方の拡大に
より、堅調な推移が見込まれます。一方、米国の金利上昇による米国株式のバリュエー
ション調整や、米国の利上げの新興国経済・通貨への影響、中国経済の下振れ、欧州主
要国での政治リスクの高まりなどは市場の変動性を高めるリスク要因になると思われま
す。

◎今後の運用方針
・引き続き、主としてわが国の金融商品取引所上場（これに準ずるものを含みます。）株
式等に投資を行います。ＴＯＰＩＸ®配当込み指数をベンチマークとし円ベースで超過収
益の獲得をめざします。また、組み入れる円資産に対して、原則として円建資産を実質
的にインドネシア・ルピア建となるように円売り／インドネシア・ルピア買いの為替取
引を行います。

・企業の収益性、成長性、安定性などを総合的に勘案して銘柄の選定を行う方針です。
・ファンダメンタルズ調査に基づく銘柄選択により超過収益の獲得をめざすボトムアッ
プ・アプローチをベースとしたアクティブ運用を行う方針です。

・複数のポートフォリオ・マネージャーで構成する運用体制を通じて、投資対象やアイデ
アの分散を図り、安定的かつ継続的な運用成果の獲得をめざす方針です。

・前述の投資環境では、株価バリュエーションと企業の中長期的な収益成長の検討が重要
と考えています。引き続き、企業訪問を中心とした情報収集や銘柄ごとの投資判断を重
視した運用に努めます。

（注）当記載は、ジャパン・エクイティ・マスター・ファンドの資料を基に、三菱ＵＦＪ国際投信が作成したもので

す。
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＜マネー・プール　マザーファンド＞
◎運用環境の見通し
・原油価格の上昇などを背景に物価は緩やかに上昇していくと予想していますが、日本銀
行の物価目標である２％には届かないと考えています。したがって、今後も金融緩和政
策が継続すると想定されることから、短期金利は低位で推移すると予想しています。

◎今後の運用方針
・わが国の国債や短期国債（国庫短期証券）現先取引、コール・ローンおよびＣＰ現先取
引などへの投資を通じて、安定した収益の確保や常時適正な流動性の保持をめざした運
用を行います。
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○１万口当たりの費用明細 (2016年10月15日～2017年４月14日) 

項 目 
第35期～第40期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 64  0.581  (a)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率× 
           （作成期中の日数÷年間日数） 

 （ 投 信 会 社 ） (21)  (0.188) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書
等の作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (41)  (0.377) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等 
の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.016) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

（b） そ の 他 費 用 0   0.002  (b)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用 

 合 計 64   0.583   

作成期中の平均基準価額は、10,988円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2016年10月15日～2017年４月14日) 

 

 

銘 柄 
第35期～第40期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円 
ジャパン・エクイティ・マスター・ファンド（ＩＤＲクラス） 2,074 1,713 2,161 1,800 

 
（注） 金額は受渡代金。 
  

投資信託証券 
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○利害関係人との取引状況等 (2016年10月15日～2017年４月14日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況  

作成期首残高(元本) 当作成期設定元本 当作成期解約元本 作成期末残高(元本) 取引の理由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
10 － － 10 商品性を適正に維持するための取得 

 

○組入資産の明細 (2017年４月14日現在) 

 

銘 柄 
第34期末 第40期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％

ジャパン・エクイティ・マスター・ファンド（ＩＤＲクラス） 43,433 43,346 34,143 97.8

合 計 43,433 43,346 34,143 97.8
 

（注） 比率は国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）の純資産総額に対する比率。

 

 

銘 柄 
第34期末 第40期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円

マネー・プール マザーファンド 99 99 100
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2017年４月14日現在) 

項 目 
第40期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

投資信託受益証券 34,143 97.1

マネー・プール マザーファンド 100 0.3

コール・ローン等、その他 912 2.6

投資信託財産総額 35,155 100.0
 
 
  

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第35期末 第36期末 第37期末 第38期末 第39期末 第40期末 

2016年11月14日現在 2016年12月14日現在 2017年１月16日現在 2017年２月14日現在 2017年３月14日現在 2017年４月14日現在

  円 円 円 円 円 円

(A) 資産 33,030,323   38,628,052  38,295,673  38,591,450  39,055,179   35,155,902  

 コール・ローン等 849,906   797,733  1,019,539  986,235  1,000,342   911,916  

 投資信託受益証券(評価額) 32,080,357   37,430,259  37,176,074  37,505,155  37,954,777   34,143,926  

 マネー・プール マザーファンド(評価額) 100,060   100,060  100,060  100,060  100,060   100,060  

 未収入金 －   300,000  －  －  －   －  

(B) 負債 231,774   310,307  239,193  233,908  236,711   236,384  

 未払収益分配金 199,836   199,882  198,510  199,077  199,311   199,565  

 未払解約金 －   76,012  －  －  3,062   －  

 未払信託報酬 31,833   34,293  40,542  34,711  34,221   36,690  

 未払利息 1   1  1  －  1   1  

 その他未払費用 104   119  140  120  116   128  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 32,798,549   38,317,745  38,056,480  38,357,542  38,818,468   34,919,518  

 元本 33,306,060   33,313,700  33,085,018  33,179,589  33,218,659   33,260,912  

 次期繰越損益金 △   507,511   5,004,045  4,971,462  5,177,953  5,599,809   1,658,606  

(D) 受益権総口数 33,306,060口 33,313,700口 33,085,018口 33,179,589口 33,218,659口 33,260,912口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,848円 11,502円 11,503円 11,561円 11,686円 10,499円
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○損益の状況 

項 目 
第35期 第36期 第37期 第38期 第39期 第40期 

2016年10月15日～ 
2016年11月14日 

2016年11月15日～
2016年12月14日

2016年12月15日～
2017年１月16日

2017年１月17日～
2017年２月14日

2017年２月15日～ 
2017年３月14日 

2017年３月15日～
2017年４月14日

  円 円 円 円 円 円

(A) 配当等収益 192,611   385,834  289,608  210,516  160,712   172,962  

 受取配当金 192,617   385,850  289,631  210,537  160,716   172,977  

 受取利息 －   －  1  1  1   －  

 支払利息 △         6   △        16  △        24  △        22  △         5   △        15  

(B) 有価証券売買損益 1,693,284   5,352,962  △    48,615  218,577  488,863   △ 3,883,828  

 売買益 1,693,284   5,754,466  47,490  264,185  752,703   －  

 売買損 －   △   401,504  △    96,105  △    45,608  △   263,840   △ 3,883,828  

(C) 信託報酬等 △    31,937   △    34,412  △    40,682  △    34,831  △    34,337   △    36,818  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,853,958   5,704,384  200,311  394,262  615,238   △ 3,747,684  

(E) 前期繰越損益金 △ 3,897,928   △ 2,239,338  3,237,466  3,239,187  3,433,914   3,849,841  

(F) 追加信託差損益金 1,736,295   1,738,881  1,732,195  1,743,581  1,749,968   1,756,014  

 (配当等相当額) (   4,952,601)  (   4,983,102) (   4,970,409) (   5,022,438) (   5,045,546)  (   5,068,577) 

 (売買損益相当額) (△ 3,216,306)  (△ 3,244,221) (△ 3,238,214) (△ 3,278,857) (△ 3,295,578)  (△ 3,312,563) 

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △   307,675   5,203,927  5,169,972  5,377,030  5,799,120   1,858,171  

(H) 収益分配金 △   199,836   △   199,882  △   198,510  △   199,077  △   199,311   △   199,565  

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △   507,511   5,004,045  4,971,462  5,177,953  5,599,809   1,658,606  

 追加信託差損益金 1,736,295   1,738,881  1,732,195  1,743,581  1,749,968   1,756,014  

 (配当等相当額) (   4,952,601)  (   4,983,102) (   4,970,409) (   5,022,438) (   5,045,546)  (   5,068,577) 

 (売買損益相当額) (△ 3,216,306)  (△ 3,244,221) (△ 3,238,214) (△ 3,278,857) (△ 3,295,578)  (△ 3,312,563) 

 分配準備積立金 13,019,301   13,177,018  13,115,656  13,109,680  13,060,834   12,997,413  

 繰越損益金 △15,263,107   △ 9,911,854  △ 9,876,389  △ 9,675,308  △ 9,210,993   △13,094,821  
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 
＜注記事項＞ 

①作成期首（前作成期末）元本額 33,266,931円 

作成期中追加設定元本額 348,435円 

作成期中一部解約元本額 354,454円 

また、１口当たり純資産額は、作成期末1.0499円です。 

②分配金の計算過程 

項 目 
2016年10月15日～ 
2016年11月14日 

2016年11月15日～
2016年12月14日

2016年12月15日～
2017年１月16日

2017年１月17日～
2017年２月14日

2017年２月15日～ 
2017年３月14日 

2017年３月15日～
2017年４月14日

費用控除後の配当等収益額 189,350円 383,522円 248,926円 193,428円 152,217円 136,144円

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 －円 －円 －円 －円 －円

収益調整金額 4,952,601円 4,983,102円 4,970,409円 5,022,438円 5,045,546円 5,068,577円

分配準備積立金額 13,029,787円 12,993,378円 13,065,240円 13,115,329円 13,107,928円 13,060,834円

当ファンドの分配対象収益額 18,171,738円 18,360,002円 18,284,575円 18,331,195円 18,305,691円 18,265,555円

１万口当たり収益分配対象額 5,455円 5,511円 5,526円 5,524円 5,510円 5,491円

１万口当たり分配金額 60円 60円 60円 60円 60円 60円

収益分配金金額 199,836円 199,882円 198,510円 199,077円 199,311円 199,565円
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国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）

○分配金のお知らせ  

 第35期 第36期 第37期 第38期 第39期 第40期 

１万口当たり分配金（税込み） 60円 60円 60円 60円 60円 60円
 
◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（http://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 

［ お 知 ら せ ］ 

2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興

特別所得税が付加され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われます。））

の税率が適用されます。 
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国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）

○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2017年４月14日現在) 

＜マネー・プール マザーファンド＞ 
 下記は、マネー・プール マザーファンド全体(277,878千口)の内容です。 

 

区 分 
第40期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

コマーシャル・ペーパー 199,999 71.6
 

（注） 比率は、親投資信託の純資産総額に対する評価額の割合。 

 

 

国内その他有価証券 



15－　　－

ジャパン・エクイティ・マスター・ファンド（ＩＤＲクラス）

〈参考〉投資する投資信託証券およびその概要

　当ファンドは、国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月
決算型）が投資対象とする円建の外国投資信託証券です。

■当ファンドの仕組みは次の通りです。

名 称 ジャパン・エクイティ・マスター・ファンド（ＩＤＲクラス）

運 用 方 針

１．わが国の金融商品取引所上場（これに準ずるものを含みます。）株式等に投資を行います。

・企業の収益性、成長性、安定性等を総合的に勘案して銘柄の選定を行います。

・ファンダメンタルズ調査に基づく銘柄選択により超過収益の獲得を目指すボトムアップ・ア

プローチをベースとしたアクティブ運用を行います。

・複数のポートフォリオ・マネージャーで構成する運用体制を通じて、投資対象やアイデアの

分散を図り、安定的かつ継続的な運用成果の獲得を目指します。

２．ＩＤＲクラスでは、組入れる円建資産に対して、原則として、円建資産を実質的にインドネシ

ア・ルピア建となるように為替取引を行います。

３．資金動向や市況動向、残存信託期間等の事情によっては、前記のような運用ができない場合が

あります。

投 資 顧 問 会 社 キャピタル・インターナショナル株式会社

信 託 期 限 無期限

設 定 日 2013年10月24日

会 計 年 度 末 毎年９月末

収 益 分 配 原則として、毎月分配を行います。

「キャピタル・インターナショナル株式会社」について

キャピタル・インターナショナル株式会社（以下、ＣＩＫＫ）は、1986年３月にわが国において設立された運用会社であり、世界有数の運

用会社であるキャピタル・グループに所属しています。ＣＩＫＫは、米国をはじめ世界各国で資産運用業務を展開するキャピタル・グルー

プの運用技術および調査能力を活用することができます。
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ジャパン・エクイティ・マスター・ファンド
損益計算書、純資産変動計算書、投資明細表は、入手可能なFinancial Statementsから抜粋し、
編集および一部翻訳したものです。

１． 損益計算書

（2016年９月30日に終了する期間）

（日本円で表示）

投資収益

受取配当金（源泉徴収税額控除後）

投資収益合計

費用

運用受託報酬

保管費用

会計処理および管理手数料

為替管理代行手数料

名義書換事務代行手数料

専門家報酬

現金支払費用

受託者報酬

登録手数料

その他費用

費用合計

投資純利益

実現および未実現損益：

実現損益：

投資有価証券

外国通貨取引および為替予約取引

実現純損益

未実現評価損益の純変動：

投資有価証券

外国通貨取引および為替予約取引

未実現評価損益の純変動

実現および未実現損益（純額）

営業活動による純資産の増減（純額）

（注） （　）内の金額は、マイナスの金額です。

ジャパン・エクイティ・マスター・ファンド
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２． 純資産変動計算書

（2016年９月30日に終了する期間）

（日本円で表示）

運用による純資産の増減額
投資純損益
実現純損益
未実現評価損益の純変動

運用による純資産の増減額

分配額
ファンドユニット取引による純資産の増減額
純資産の増減額

純資産
期首
期末

　

ファンドユニット取引
ユニット数

発行
再投資
償還

ユニット数の増減

金額
発行
再投資
償還

ファンドユニット取引による増減額

ファンドユニット取引
ユニット数

発行
再投資
償還

ユニット数の増減

金額
発行
再投資
償還

ファンドユニット取引による増減額
　

（注） （　）内の金額は、マイナスの金額です。

ジャパン・エクイティ・マスター・ファンド
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（2016年９月30日に終了する期間）

（日本円で表示）

ファンドユニット取引
ユニット数

発行
再投資
償還

ユニット数の増減

金額
発行
再投資
償還

ファンドユニット取引による増減額

ファンドユニット取引
ユニット数

発行
再投資
償還

ユニット数の増減

金額
発行
再投資
償還

ファンドユニット取引による増減額

（注） （　）内の金額は、マイナスの金額です。

ジャパン・エクイティ・マスター・ファンド
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３． 投資明細表
（2016年９月30日現在）

（日本円で表示）

 株式数 銘柄名 公正価値

ジャパン・エクイティ・マスター・ファンド
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 株式数 銘柄名 公正価値

（2016年９月30日現在）

ジャパン・エクイティ・マスター・ファンド
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 株式数 銘柄名 純資産比率 公正価値

 元本額

（2016年９月30日現在）

ジャパン・エクイティ・マスター・ファンド
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ファンド　レベルでの為替予約取引

 取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額 未実現評価益 未実現評価損 

未実現
評価損益
（純額）

 

ＡＵＤクラスにおける為替予約取引

 取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額 未実現評価益 未実現評価損 

未実現
評価損益
（純額）

 

AUD-denominated AUD-hedgedクラスにおける為替予約取引

 取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額 未実現評価益 未実現評価損 

未実現
評価損益
（純額）

 

ＢＲＬクラスにおける為替予約取引

 取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額 未実現評価益 未実現評価損 

未実現
評価損益
（純額）

 

ＣＮＹクラスにおける為替予約取引

 取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額 未実現評価益 未実現評価損 

未実現
評価損益
（純額）

 

（2016年９月30日現在）

ジャパン・エクイティ・マスター・ファンド
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ＥＵＲクラスにおける為替予約取引

 取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額 未実現評価益 未実現評価損 

未実現
評価損益
（純額）

 

ＩＤＲクラスにおける為替予約取引

 取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額 未実現評価益 未実現評価損 

未実現
評価損益
（純額）

 

ＭＸＮクラスにおける為替予約取引

 取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額 未実現評価益 未実現評価損 

未実現
評価損益
（純額）

 

ＲＵＢクラスにおける為替予約取引

 取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額 未実現評価益 未実現評価損 

未実現
評価損益
（純額）

 

（2016年９月30日現在）

ＣＮＹクラスにおける為替予約取引（続き）

 取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額 未実現評価益 未実現評価損 

未実現
評価損益
（純額）

 

ジャパン・エクイティ・マスター・ファンド
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USD-denominated USD-hedgedクラスにおける為替予約取引

 取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額 未実現評価益 未実現評価損 

未実現
評価損益
（純額）

 

ＵＳＤクラスにおける為替予約取引

 取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額 未実現評価益 未実現評価損 

未実現
評価損益
（純額）

 

ＺＡＲクラスにおける為替予約取引

 取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額 未実現評価益 未実現評価損 

未実現
評価損益
（純額）

 

通貨略称

（2016年９月30日現在）

ＴＲＹクラスにおける為替予約取引

 取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額 未実現評価益 未実現評価損 

未実現
評価損益
（純額）

 

ジャパン・エクイティ・マスター・ファンド
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デリバティブ商品の額

取引相手
デリバティブ
資産の額

デリバティブ
負債の額 受取担保金 差入担保金 純額*

店頭デリバティブ

為替予約取引

マスターネッティング契約の対象
となるデリバティブ合計

マスターネッティング契約の対象
とならないデリバティブ合計

投資資産・負債における店頭
デリバティブ合計

（2016年９月30日現在）

ジャパン・エクイティ・マスター・ファンド
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マネー・プール マザーファンド154024 

 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期
基 準 価 額

債   券
組 入 比 率

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産
総 額 

期 中
騰 落 率

 円 ％ ％ ％ 百万円

11期(2015年１月14日) 10,047 0.0 84.8 － 1,179

12期(2015年７月14日) 10,049 0.0 85.2 － 821

13期(2016年１月14日) 10,049 0.0 70.3 － 852

14期(2016年７月14日) 10,050 0.0 62.2 － 241

15期(2017年１月16日) 10,047 △0.0 － － 355
 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券
先 物 比 率 騰 落 率

(期  首) 円 ％ ％ ％

2016年７月14日 10,050 － 62.2 －

７月末 10,049 △0.0 63.1 －

８月末 10,048 △0.0 66.0 －

９月末 10,047 △0.0 － －

10月末 10,047 △0.0 － －

11月末 10,047 △0.0 － －

12月末 10,047 △0.0 － －

(期  末)  

2017年１月16日 10,047 △0.0 － －
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

マネー・プール マザーファンド 

《第15期》決算日2017年１月16日 

[計算期間：2016年７月15日～2017年１月16日] 

「マネー・プール マザーファンド」は、１月16日に第15期の決算を行いました。 

以下、法令・諸規則に基づき、当マザーファンドの第15期の運用状況をご報告申し上げます。 
 

運 用 方 針 わが国の公社債に投資し、安定した収益の確保を目指して運用を行います。 

主 要 運 用 対 象 わが国の公社債 

主 な 組 入 制 限 外貨建資産への投資は行いません。 
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マネー・プール マザーファンド

○運用経過 
●当期中の基準価額等の推移について 

◎基準価額の動き 
基準価額は期首に比べて0.03％の下落となりま

した。 

 

 
 

●投資環境について 

◎国内短期金融市場 
＜無担保コール翌日物金利の推移＞ 

・ 日銀による金融緩和政策の影響を受けて、無担

保コール翌日物金利は０％を下回る水準で推移

しました。日銀のマイナス金利の適用を受けて、

足下ではマイナス0.05％程度で推移しました。 

 

＜国庫短期証券（３ヵ月物）の利回りの推移＞ 

・ 日銀による短期国債の買入れや短期国債の需給

の引き締まりなどから、国庫短期証券（３ヵ月

物）の利回りはマイナス0.2％を下回る水準で推

移しました。2016年12月末にはマイナス0.45％

まで低下しました。その後、短期国債の入札不

調などから上昇傾向となり、足下はマイナス

0.27％程度で推移しました。 

 

●当該投資信託のポートフォリオについて 
・わが国の国債やコール・ローンおよびＣＰ現先

取引などへの投資を通じて、安定した収益の確

保や常時適正な流動性の保持をめざした運用を

行いましたが、運用資金に対するマイナス金利

適用などの影響を受けて、基準価額は期首と比

べて下落しました。 

 

○今後の運用方針 
◎運用環境の見通し 
・ 原油価格の上昇などを背景に物価は緩やかに上

昇していくと予想していますが、日銀の物価目

標である２％には届かないと考えています。し

たがって、今後も金融緩和政策が継続すると想

定されることから、短期金利は低位で推移する

と予想しています。 

 

◎今後の運用方針 
・ わが国の国債や短期国債（国庫短期証券）現先

取引、コール・ローンおよびＣＰ現先取引など

への投資を通じて、安定した収益の確保や常時

適正な流動性の保持をめざした運用を行います。 
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マネー・プール マザーファンド

○１万口当たりの費用明細 (2016年７月15日～2017年１月16日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○売買及び取引の状況 (2016年７月15日～2017年１月16日) 

 

 

 買 付 額 売 付 額 

国 

内 

 千円 千円 
国債証券 － － 
 (150,000)

 
（注） 金額は受渡代金。（経過利子分は含まれておりません。） 

（注） ( )内は償還等による増減分です。 

 

 

 買 付 額 売 付 額 

国 
内 

 千円 千円 
コマーシャル・ペーパー 16,099,992 15,799,993 

 
（注） 金額は受渡代金。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2016年７月15日～2017年１月16日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2017年１月16日現在) 

 

区 分 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

コマーシャル・ペーパー 299,999 84.4
 

（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 

 

公社債 

その他有価証券 

国内その他有価証券 
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マネー・プール マザーファンド

○投資信託財産の構成 (2017年１月16日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

その他有価証券 299,999 84.4

コール・ローン等、その他 55,403 15.6

投資信託財産総額 355,402 100.0
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マネー・プール マザーファンド

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2017年１月16日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 355,402,840  

 コール・ローン等 55,403,013  

 その他有価証券(評価額） 299,999,827  

(B) 負債 192  

 未払解約金 112  

 未払利息 80  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 355,402,648  

 元本 353,746,538  

 次期繰越損益金 1,656,110  

(D) 受益権総口数 353,746,538口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,047円
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 240,621,739円 

期中追加設定元本額 527,320,395円 

期中一部解約元本額 414,195,596円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.0047円です。 

○損益の状況 (2016年７月15日～2017年１月16日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 446,914  

 受取利息 465,423  

 支払利息 △   18,509  

(B) 有価証券売買損益 △  511,500  

 売買損 △  511,500  

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △   64,586  

(D) 前期繰越損益金 1,192,125  

(E) 追加信託差損益金 2,478,977  

(F) 解約差損益金 △1,950,406  

(G) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,656,110  

 次期繰越損益金(Ｇ) 1,656,110  
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

（注） (F)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額

を差し引いた差額分をいいます。 

 

②期末における元本の内訳（当親投資信託を投資対象とする投資信託ごとの元本額） 

世界好利回りＣＢファンド 2013-03 為替ヘッジあり 99,642円 

世界好利回りＣＢファンド 2013-03 円高ヘッジ・円安追随型 99,642円 

短期ハイ・イールド債ファンド（為替ヘッジあり）2013-12 99,582円 

短期ハイ・イールド債ファンド（為替ヘッジあり）2014-02 99,572円 

短期ハイ・イールド債ファンド（為替ヘッジあり）2014-03 99,572円 

短期ハイ・イールド債ファンド（為替ヘッジあり）2014-04 99,562円 

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）2014-09 99,553円 

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）2014-12 99,533円 

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジなし・早期償還条項付）2014-12 99,533円 

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）2015-03 99,523円 

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジなし）2015-03 99,523円 

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジなし・早期償還条項付）2015-03 99,523円 

新興国公社債オープン（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 1,692,054円 

新興国公社債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型） 200,000円 

新興国公社債オープン（通貨選択型）豪ドルコース（毎月決算型） 1,008,738円 

新興国公社債オープン（通貨選択型）南アフリカ・ランドコース（毎月決算型） 63,697円 

新興国公社債オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（毎月決算型） 6,316,452円 

新興国公社債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型） 19,989円 

新興国公社債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンド（年２回決算型） 7,175,109円 

世界投資適格債オープン（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 5,154,901円 

世界投資適格債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型） 49,966円 

世界投資適格債オープン（通貨選択型）豪ドルコース（毎月決算型） 995,161円 

世界投資適格債オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（毎月決算型） 2,234,005円 

世界投資適格債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型） 28,349円 

世界投資適格債オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 1,013,875円 

世界投資適格債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅡ（年２回決算型） 6,982,652円 

マネー・プール・ファンドⅣ 1,144,801円 

マネー・プール・ファンドⅥ 225,471,608円 

マネー・プール・ファンドⅦ（適格機関投資家専用） 976,338円 

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 4,314,823円 
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マネー・プール マザーファンド

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型） 119,857円 

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）豪ドルコース（毎月決算型） 769,078円 

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（毎月決算型） 15,855,020円 

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型） 19,977円 

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 554,401円 

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）資源国通貨バスケットコース（毎月決算型） 1,608,548円 

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）トルコ・リラコース（毎月決算型） 19,961円 

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）メキシコ・ペソコース（毎月決算型） 19,925円 

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅤ（年２回決算型） 26,506,066円 

米国高利回り社債ファンド（毎月決算型） 999円 

米国高利回り社債・円ファンド（毎月決算型） 999円 

米国高利回り社債・ブラジル・レアルファンド（毎月決算型） 999円 

トレンド・アロケーション・オープン 997,308円 

国際オルタナティブ戦略 ＱＴＸ－ウィントン・アルファ・インベストメント・オープン（円ヘッジ）成長型 99,562円 

国際オルタナティブ戦略 ＱＴＸ－ウィントン・アルファ・インベストメント・オープン（円ヘッジ）分配型 99,562円 

国際オルタナティブ戦略 ＱＴＸ－ウィントン・アルファ・インベストメント・オープン（円ヘッジなし）成長型 99,562円 

国際オルタナティブ戦略 ＱＴＸ－ウィントン・アルファ・インベストメント・オープン（円ヘッジなし）分配型 99,561円 

エマージング社債オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり 99,682円 

エマージング社債オープン（毎月決算型）為替ヘッジなし 99,682円 

国際オーストラリア債券オープン（毎月決算型） 997円 

リスク・パリティαオープン 995円 

米国エネルギーＭＬＰオープン（毎月決算型）為替ヘッジあり 996,215円 

米国エネルギーＭＬＰオープン（毎月決算型）為替ヘッジなし 996,215円 

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）為替ヘッジなしコース（毎月決算型） 99,602円 

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 99,602円 

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インド・ルピーコース（毎月決算型） 99,602円 

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 99,602円 

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）マレーシア・リンギコース（毎月決算型） 99,602円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）円コース（１年決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）米ドルコース（１年決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ユーロコース（１年決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ユーロコース（毎月決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）豪ドルコース（１年決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）豪ドルコース（毎月決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（１年決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（毎月決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）メキシコ・ペソコース（１年決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）メキシコ・ペソコース（毎月決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）トルコ・リラコース（１年決算型） 9,960円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）トルコ・リラコース（毎月決算型） 9,960円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ロシア・ルーブルコース（１年決算型） 9,986円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ロシア・ルーブルコース（毎月決算型） 9,986円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）中国元コース（１年決算型） 9,960円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型） 9,960円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）南アフリカ・ランドコース（１年決算型） 9,960円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）南アフリカ・ランドコース（毎月決算型） 9,960円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（１年決算型） 9,986円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅨ（１年決算型） 12,682,871円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅩ（年２回決算型） 23,799,047円 

欧州アクティブ株式オープン（為替ヘッジあり） 4,979円 

欧州アクティブ株式オープン（為替ヘッジなし） 4,979円 
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マネー・プール マザーファンド

ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替プレミアムコース（毎月決算型） 99,562円 

ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替ヘッジありコース（毎月決算型） 9,957円 

ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替ヘッジありコース（年２回決算型） 9,957円 

ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替ヘッジなしコース（毎月決算型） 9,957円 

ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替ヘッジなしコース（年２回決算型） 9,957円 

優先証券プラス・オープン 為替プレミアムコース（毎月決算型） 9,956円 

優先証券プラス・オープン 為替ヘッジありコース（毎月決算型） 9,956円 

優先証券プラス・オープン 為替ヘッジなしコース（毎月決算型） 9,956円 

優先証券プラス・オープン 為替プレミアムコース（年２回決算型） 9,956円 

優先証券プラス・オープン 為替ヘッジありコース（年２回決算型） 9,956円 

優先証券プラス・オープン 為替ヘッジなしコース（年２回決算型） 9,956円 

米国成長株オープン 996円 

世界CoCosオープン 為替プレミアムコース（毎月決算型） 9,953円 

世界CoCosオープン 為替ヘッジありコース（毎月決算型） 9,953円 

世界CoCosオープン 為替ヘッジなしコース（毎月決算型） 9,953円 

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジあり）毎月決算型 9,952円 

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジあり）年２回決算型 9,952円 

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）毎月決算型 9,952円 

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）年２回決算型 9,952円 

合計 353,746,538円 

 

― 34 ―

05_672894_添付ファンド_10pt.indd   34 2017/05/26   10:16:54


